
「サードプレイス」を持っていますか？～“ゆるい繋がり”を考える“～
「役に立っている」と感じられる場所を持とう！！

　家庭を第一の居場所、学校や職場を第二の居場所とすると、趣味やボランティア、友人の集まり等を第三の居場所、「サードプレイス」と呼びます。そこには人間にとって欠かせないゆるくて心地よい、気楽な関係性があるようです。
コロナ禍によって人が集まりにくくなり、人間関係の希薄化が進んでいます。そんな時代により重要さを増す「居場所作り」です。「居場所」とは文字通り「いる場所」であり安心安全な場ということ。特に子どもの場合は「安全地帯」という言い方をします。大人の場合は、これをコンフォート（快適な）ゾーンといいます。安心して、心地よく過ごせる場のことです。「役割があって、活躍できる場」が「居場所」だと考えられます。
　今の子ども達は、友達との関係でも目立つのが怖くて集団の中で浮かないように気を使い、お互いに心の深みに入り込まない関係のようで、友達との関係も「居場所」になりづらくなっている最近の子ども達のようです。だから、もし仮に、家でも友達との関係でも安心できないとなると、ありのままの自分でいられる場所がないと感じてしまいます。
　サードプレイスの有無によって、ストレスの溜まり方も違います。家も、会社も、学校もストレスがたまる場所だと生活はストレスで満たされてしまいますが、趣味の集まりなどで人生の三分の一が楽しい場所であれば、家と会社、学校がそのままでもストレスは三分の二まで軽減します。すると生活全体がラクになっていくのです。
今は井戸端会議もほぼ見かけませんし、自治会で行う地域のイベントも縮小していますから、サードプレイスを意識的に作っていかなければならない時代です。市報や町報のような冊子にはカルチャースクールであったり、社会科見学のような集まりなどいろいろありますから、そうしたものに意識的に参加していく、そして、子どもに対しては大人がある程度、お膳立てをしてあげてサードプレイスが持てるように促してあげてほしいと思います。
自信を回復していく場としての第三の居場所は、失くしてしまった居場所を取り戻す場にもなります。例えば、学校や会社で何か失敗して自信を失くしてしまった時は、同じ場所で自信回復するのは難しいのです。しかし、まったく新しい場所に行って新しいことをする中で自分の役割を見つけ、自己肯定感を上げることができます。学校や会社で自信を失った時はその場でがんばれと励ますだけでなく、新しい場所、新しい役割を与えてあげることです。そこが、第三の居場所となって自信を回復することができれば、学校や会社でもまた踏んばる力が出てきます。
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